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作
文
朗
読
を
行
っ
た
。

私
は
差
別
を
し
な
い
大
人
に

な
り
た
い
で
す
ù
な
ぜ
な
ら
\

今
年
の
夏
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

家
に
行
っ
た
時
ø
障
害
を
持
っ

た
人
に
会
い
ま
し
た
ù

私
た
ち
は
そ
の
人
に
つ
い
て

色
々
話
し
ま
し
た
ù
た
と
え
ば

な
ぜ
裸
で
い
る
の
か
と
い
う

事
ø
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん

は
ø
そ
の
人
が
周
り
の
目
を
気

に
せ
ず
に
ø
暑
い
か
ら
裸
で
い

ら
れ
る
事
は
か
っ
こ
い
い
事
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
ù

入
退
繰
り
返
す
年
間
で
入
42
人
・
退
36
人

説
明
に
住
民
は
納
得
し
が
た
い
と
！

埼
玉
県
更
生
保
護
観

察
協
会
川
口
支
部
、
川

口
地
区
保
護
司
会
な
ど

が
主
催
し
、
犯
罪
や
非

行
を
防
止
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
を
テ
ー
マ
に
、
第
69

回「

社
会
を
明
る
く
す

る
運
動」

中
央
大
会
が
、

リ
リ
ア
音
楽
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

式
典
で
、
平
成
30
年

度
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
す
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
新
郷
小
６

年
の
川
瀬
そ
ら
さ
ん
が

私
は
ø
少
し
は
周
り
の
目

を
気
に
し
な
い
と
迷
惑
に
な
る

か
ら
他
の
人
も
い
る
と
い
う
事

に
気
づ
く
と
い
い
と
思
い
ま
し

た
ù
で
も
そ
こ
を
で
き
な
い
事

が
し
ょ
う
が
い
な
の
だ
と
言
わ

れ
ま
し
た
ù

自
分
は
出
来
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
り
ø
逆
に
自
分
に
は

出
来
な
い
事
が
出
来
た
り
ø
人

は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
し

た
ù
差
別
と
は
自
分
と
他
人
と

の
違
い
を
見
つ
け
て
馬
鹿
に
し

た
り
す
る
事
だ
と
私
は
思
い
ま

し
た
ù
軽
い
気
持
ち
で
人
を
傷

つ
け
て
し
ま
っ
た
り
ø
自
分
の

こ
と
ば
か
り
考
え
て
相
手
の
気

持
ち
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

差
別
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
ù

私
が
差
別
を
し
な
い
大
人
に

な
る
為
に
は
ø
誰
に
で
も
尊
敬

の
気
持
ち
を
も
っ
て
ø
誰
に
で

も
出
来
る
だ
け
心
を
開
い
て
あ

り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
ら
れ
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
ù

私
は
獣
医
を
目
指
し
て
い
ま

す
ù
飼
い
主
や
動
物
の
気
持
ち

に
な
っ
て
診
察
が
出
来
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
ù

人
は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
違
う

け
れ
ど
ø
み
ん
な
生
き
る
権
利

を
１
人
１
人
持
っ

て
い
る
か

ら
ø
自
分
だ
け
の
考
え
で
他
人

の
事
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
い
で

新
堀
町
会
内
に
あ
る

「

グ
リ
ー
ン
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
㈱
川
口
寮」

施

設
に
係
る
現
状
説
明
会

が
７
月
19
日
、
同
会
館
で

行
わ
れ
た
。

大
熊
恒
久
新
堀
町
会

長
、
板
橋
智
之
前
県
議
、

太
田
茂
前
町
会
長
、
町

会
役
員
や
近
隣
住
人
等
38

名
が
参
加
し
た
。

市
側
か
ら
は
、
生
活

福
祉
課
の
丸
畑
昭
彦
課

長
始
め
、
担
当
課
な
ど
18

名
の
職
員
が
説
明
し
た
。

施
設
は
、
無
料
低
額

宿
泊
所
で
、
政
府
へ
の

届
出
に
よ
っ

て
設
置
で

き
る
福
祉
的
居
住
施
設
。 「

生
計
困
難
者
の
た
め

に
、
無
料
又
は
低
額
な

料
金
で
、
簡
易
住
宅
を

貸
し
付
け
、
又
は
宿
泊

所
そ
の
他
の
施
設
を
利

用
さ
せ
る
事
業」

で
あ

る
が
、
野
宿
生
活
者（

ホ

ー
ム
レ
ス）

に
生
活
保

護
を
申
請
さ
せ
て
入
所

さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
い
わ
れ
る
。

又
、
届
出
制
と
い
う

開
設
方
法
を
悪
用
し
た

り
、
生
活
保
護
費
な
ど

を
搾
取
な
ど
す
る
団
体

も
存
在
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

川
口
寮
は
12
年
前
、
市

は
直
ぐ
に
撤
去
さ
せ
る

と
住
民
に
約
束
し
た
が

社
会
福
祉
法（
昭
和
26
年

に
制
定
さ
れ
た
国
の
条

令）

で
は
撤
去
出
来
ず

現
状
維
持
で
あ
る
。

市
の
説
明
は
、
令
和

元
年
６
月
１
日
現
在
、
入

居
者
は
67
人
。

昨
年
一
年
間
で
は
入

居
者
42
人
。
退
去
者
36
人

中
、
無
断
退
去
者
26
人
、

就
労
転
出
２
人
等
。

調
査
・
指
導
事
項
実

施
等
の
説
明
を
行
っ

た
。

住
民
側
は
多
く
の
迷

惑
や
不
安
を
ぶ
つ
け
た

が
、
改
善
は
得
ら
れ
て

い
な
い
。

板
橋
さ
ん
は「

し
っ

奥ノ木信夫市長とそらさんとお母さん

す
ù（

一
部
抜
粋）

上
手
に
朗
読
し
ま
し
た
。

「

平
成
31
年
度
子
ど
も

の
読
書
活
動
優
秀
実
践

校」

の
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
新
郷

東
小
学
校（

校
長＝

佐

藤
明
美
さ
ん）

が
７
月

８
日
奥
ノ
木
信
夫
市
長

を
表
敬
訪
問
し
た
。

出
席
者
は
、
佐
藤
校

長
、
武
藤
晃
広
教
諭
、
伊

藤
雄
一
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
石

井
て
る
み
さ
ん
、
鈴
木

和
子
さ
ん
、
児
童
代
表

の
山
口
遥
さ
ん
・
佐
治

和
哉
く
ん
、
谷
一
諒
君
・

野
村
幸
菜
さ
ん
の
９
名

が
市
長
公
室
に
招
か
れ

た
。こ

の
文
部
科
学
大
臣

表
彰
は
、
子
ど
も
が
積

極
的
に
読
書
活
動
を
行

う
意
欲
を
高
め
る
活
動

に
つ
い
て
、
優
れ
た
実

践
を
行
っ

て
い
る
学
校

を
表
彰
す
る
も
の
。

同
校
は
、「

読
書
み
ん

な
で
１
万
冊」

に
挑
み

８
ヶ

月
で
目
標
に
達
成
。

そ
の
後
教
育
委
員
会
よ

り
２
年
間
の
研
究
委
嘱

を
受
け
１
万
５
千
冊
と

更
な
る
教
育
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

児
童
は
、
市
長
に
長

い
文
面
を
暗
唱
し
て
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
た
。

市
長
は「

読
書
は
知

ら
な
か
っ

た
こ
と
を
知

り
人
生
に
プ
ラ
ス
。
伝

記
物
も
沢
山
読
ん
で
下

さ
い
。
本
を
読
む
こ
と

は
大
切
、
相
手
の
気
持

ち
も
分
か
っ

て
き
ま
す

よ」

と
。

か
り
見
て
い
て
監
視
し

て
も
ら
い
、
不
愉
快
な

思
い
が
な
い
よ
う
に
。
今

後
も
確
認
し
合
っ

て
い

く
こ
と
は
大
切
で
す」

と

結
ん
だ
。

新
郷
東
小
学
校

文
部
科
学
大
臣
表
彰

奥ノ木信夫市長（後列右３番目）を囲んで記念写真。

「

こ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い」

を
朗
読
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
元
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

✲赤井町会（町会長＝関根和雄さん）
写真左から、立川成吾さん、伊原新一郎さん、石島正文さん、村津孝徳さん、関根町
会長、萩原一寿県議、相馬晃重さん、千葉正吾さん、高橋洋二さん。

✲本蓮町会（町会長＝中山久仁夫さん）
東本郷小児童・先生による「ひがほんソーラン」やフォークダンス、姫野よし子歌謡ショ
ーなど取り入れ賑わった。写真左から、鵜飼勝さん、飯塚孝行市議、古川鐵郎台町会長、中
山町会長、幡野茂市議、田中紀夫さん。

☆ 峯 町 会 （町会長＝山田ë一さん）
写真左から、内山雅夫さん、中村孝三さん、中西雅弘さん、大田哲朗さん、山田町会長、

志水初浩さん、新藤義孝衆院秘書の菊地博さん、遠藤太嘉志さん。

✲
大
東
町
会（

町
会
長＝

渡
辺
秀
人
さ
ん）

写
真
前
列
左
か
ら
Õ
渡
辺
町
会
長
Õ
澁
谷
昌
己
さ
ん
Ö

後
列
左
か
ら
Õ
千
葉
正
吾
さ
ん
Õ
前
原
博
孝
議
長
Õ

大
山
政
治
さ
ん
Õ
飯
塚
孝
行
市
議
Ö

☆
東
本
郷
台
町
会（

町
会
長＝

古
川
鐵
郎
さ
ん）

写
真
前
列
左
か
ら
Õ
寺
本
正
和
さ
ん
ÕÕ
林
嘉
一
さ
ん
Õ

古
川
町
会
長
Õ
大
谷
禎
子
さ
ん
Õ
山
崎
一
夫
さ
ん
Ö
後
列

左
か
ら
Õ
新
郷
小
の
星
川
重
治
教
頭
ý
高
橋
富
蔵
さ
ん
Õ

吉
田
千
津
子
さ
ん
Õ
幡
野
茂
市
議
Õ
新
藤
義
孝
衆
院
秘
書

の
菊
地
博
さ
ん
Ö

今
年
も
盛
大
に
各
町
会

猛
暑
の
中
盆
踊
り
大
会☆

新
堀
町
会（

町
会
長＝

大
熊
恒

久
さ
ん）

写
真
左
か
ら
Õ
田
中
光
雄
さ

ん
Õ
高
橋
富
士
夫
さ
ん
Õ
大
熊
町
会
長
ý

太
田
茂
さ
ん
Õ
谷
恒
之
さ
ん
Ö

✲
江
戸
袋
町
会

櫓
が
雨
で
立
て
ら
れ
ず
バ
ル
×
ン
提
灯
の
輪
で
踊
っ
た
Ö

写
真
前
列
左
か
ら
山
田
忠
さ
ん
Õ
中
里
義
正
さ
ん
Õ
前
原
議
長
Õ

山
田
富
夫
さ
ん
Õ
宮
原
美
子
さ
ん
Ö
後
列
左
か
ら
Õ
小
磯
国
昭
さ

ん
Õ
鵜
殿
利
久
さ
ん
Õ
飯
塚
孝
行
市
議
Õ
高
橋
浩
二
さ
ん
Õ
山
田

健
蔵
さ
ん
Õ
須
嵜
孝
さ
ん
Õ
漆
山
隆
さ
ん
Õ
渡
辺
秀
人
さ
ん
Ö

去
年
は
雨
で
２
日
間
開
催
出
来
な
か
っ
た
町
会

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
各
町
会
２
日
間

と

も
開
催
出
来
ま
し
た
。（

順
不
同）

☆東本郷南町会（町会長＝山﨑一夫さん）
子ども神輿やビンゴ大会も行われた。写真左から、新藤義孝衆議院議員の菊

地博秘書、渡辺秀夫さん、小関敏夫さん、山﨑町会長、平林一郎さん、平林昇
さん、小畑栄一さん、山崎合子さん。

✲榛松町会（町会長＝山田忠さん）
東洋アカデミー日本語学校に非常勤で務める漆山隆社協会長のベトナムの生徒３人が

浴衣を着て踊る。　写真左から、飯塚孝行市議、漆山さん、山田町会長、前原博孝議長、
ニュンさん、タンさん、ジェンさん。
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危
険
だ
よ
　
ス
マ
ホ
に
夢
中
の

そ
こ
の
君

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

今
は
夏
休
み
で
す
。
小
さ
な
子

ど
も
達
が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
治

療
を
受
け
る
風
景
が
よ
く
見
ら
れ

ま
す
。

な
か
な
か
口
を
開
け
て
く
れ
な

く
て
、
治
療
が
進
み
ま
せ
ん
。
大

き
な
穴
が
空
い
て
い
て
、
食
べ
物

が
詰
ま
る
た
び
に
痛
む
よ
う
で
す
。

お
口
の
中
の
バ
イ
菌
が
歯
の
頭
を

溶
か
し
、
神
経
に
ま
で
い
っ

て
い

る
よ
う
で
す
。

歯
の
根
は
顎
の
骨
の
表
面
に
あ

る
、
歯
槽
骨
と
い
う
骨
の
中
に
埋

ま
っ

て
い
て
、
動
か
な
い
よ
う
に

固
定
さ
れ
、
中
に
管
が
あ
り
血
管

や
神
経
を
通
る
構
造
に
な
っ

て
い

ま
す
。
そ
の
顎
の
骨
の
中
か
ら
、

の
ケ
ー
ス
で
バ
イ
菌
の
侵
入
を
防

ぎ
き
れ
ず
、
再
発
を
繰
り
返
し
ま

す
。
大
人
の
歯
も
同
じ
く
、
バ
イ

菌
に
弱
い
の
で
、
治
療
時
間
と
費

用
を
か
け
た
割
に
成
功
率
は
高
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
虫
歯
は
、
神
経
の
治

療
を
す
る
前
の
レ
ベ
ル
で
、
歯
の

治
療
を
終
え
て
し
ま
う
よ
う
に
す

る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

痛
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
い
う

考
え
方
で
は
な
く
、
何
で
も
な
い

時
に
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
虫
歯
に

し
な
い
か
、
表
面
が
虫
歯
に
か
か

っ

た
く
ら
い
で
治
療
を
し
て
し
ま

う
の
が
、
歯
を
生
涯
残
す
為
に
良

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

細
い
血
管
が
伸
び
て
い
て
、
根
管

の
中
に
入
り
血
液
を
送
り
込
む
事

で
、
歯
を
養
い
侵
入
し
た
バ
イ
菌

を
退
治
し
ま
す
。
必
然
的
に
血
流

が
少
な
い
の
で
、
バ
イ
菌
を
退
治

す
る
力
は
弱
く
、
一
旦
感
染
す
る

と
と
て
も
治
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

根
の
治
療
を
す
る
時
は
、
お
口

を
開
け
た
ま
ま
に
し
て
下
さ
い
ね
、

と
要
求
さ
れ
ま
す
。
根
管
に
バ
イ

菌
が
入
る
の
を
防
ぐ
為
で
す
。
小

さ
な
子
供
は
そ
ん
な
事
で
き
ま
せ

ん
。
治
療
す
る
側
の
素
早
い
治
療

が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

蓮田市根金にある、蓮田ひまわり畑は、15万平方メートルに 15万本、4種類の
ひまわりが咲き誇っている。

８月4日、前原博孝議長も視察に訪れ、壮大なひまわり畑を楽しんだ。
写真左から吉田浩之さん、照山悦子さん、前原さん、松山仁さん。

前
原
議
長
ひ
ま
わ
り
畑
視
察

川
口
市
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
サ
ン
テ
ピ
ア
の
第
22
回

「

サ
ン
テ
ピ
ア
納
涼
祭」

が
７
月
13
日
開
催
さ
れ
た
。

式
典
に
は
、
大
熊
恒
久
新
郷
連
合
町
会
長
、
漆
山
隆
新
郷
地

区
社
協
会
長
、
関
根
和
雄
赤
井
町
会
長
や
、
安
行
や
鳩
ケ
谷
近

隣
町
会
長
、
市
関
係
者
な
ど
大
勢
が
列
席
さ
れ
た
。

水
谷
恵
一
所
長
は「

今
年
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
サ
ン
テ

ピ
ア
の
ス
タ
ン
プ
５
つ
を
集
め
て
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ

ト
し
て
く

だ
さ
い
。
職
員
と
判
る
よ
う
に
お
揃
い
の
テ
イ
シ
ャ

ツ
を
着
て

い
ま
す
。
防
災
訓
練
の
写
真
も
展
示
し
ま
し
た」

と
挨
拶
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、
赤
井
子
供
太
鼓
ク
ラ
ブ
、
サ
ン
バ
カ

ー
ニ
バ
ル
が
華
を
添
え
た
。
　

写
真
は
、
サ
ン
バ
・
ヒ
オ
ポ
ッ

カ（

代
表＝

市
川
哲
郎
さ

ん）

の
皆
さ
ん
。

サンテピア納涼祭

長野県人会暑気払い

８
月
10
日
、
新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
第
62
回
演
奏

会
を
鳩
ケ
谷
駅
市
民
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

１
曲
目
は
、
ハ
イ
ド
ン
／
弦
楽

四
重
奏
曲
第
78
番（
全
４
楽
章）

。

２
曲
目
は
、
バ
ッ
ハ
／
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲
第
２
番
ホ
長
調（
全

３
楽
章）

。
３
曲
目
は
洋
画
映
画

音
楽
～
風
と
共
に
去
り
ぬ
、
ア
ン

ド
レ
・
ギ
ャ
ニ
オ
ン
/
め
ぐ
り
逢

い
、
ゴ
ッ
ト
フ
ァ
ザ
ー
愛
の
テ
ー

マ
、
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
メ
ド
レ

ー
等
・
ア
ン
コ
ー
ル
は
ア
メ
イ
ジ

ン
グ
グ
レ
イ
ス
さ
ら
な
る
ア
ン
コ

ー
ル
に
再
度
め
ぐ
り
逢
い
を
演
奏

し
終
了
。

出
演
者
▽
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン＝

中

村
正
大
・
細
淵
和
香
奈
・
池
澤
し

ほ
り
・
上
杉
真
子
・
杉
浦
洋
平
・

市
村
直
美
・
▽
ビ
オ
ラ＝

桑
原
知

巳
・
野
本
香
織
▽
チ
ェ
ロ＝

渡
辺

嵩
靖
・
山
崎
三
雄
▽
コ
ン
ト
ラ
バ

ス＝

平
井
晃
▽
チ
ェ
ン
バ
ロ＝

浅

野
涼
。（

敬
称
略）

８
月
４
日
、
長
野
県
人
川

口
新
郷
会（

会
長＝

西
澤
聖

人
さ
ん）

は
赤
井
町
会
会
館

で
、
恒
例
の
暑
気
払
い
を
開

催
し
た
。

西
澤
会
長
挨
拶
後
、
役
員

改
選
で
会
長
は
留
任
、
副
会

長
に
井
出
猛
さ
ん
・
三
好
義

昭
さ
ん
・
柳
久
信
さ
ん
を
選

任
。

郷
土
旅
行
の
説
明
を
し
て

乾
杯
。

い
つ
も
な
が
ら
の
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
や
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
等
で
楽
し
ん
だ
。

新
郷
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ダ
ブ
で
演
奏
会



令和元年７月末交通事故状況
県　 内　 　 　 　 　 　 　 　 武南警察署

人身事故 12,081 件（-1,678）     ４１０件（-７５）

死者数   　 68 名（-35）       　   ４名（±０）

負傷者 14,537 名（-2,063） 　  ４７７名（-７７）

物損事故 81,393 件（-693）    ２,４７３件（+２９）

令和元年７月３１日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０１９年（令和元年）８月２１日（水曜日）　（４）第２９０号 新　 郷　 新　 聞

６
月
27
日
に
、
健
康
診
断

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

前
回
２
月
27
日
の
結
果
で

は
改
善
で
き
な
け
れ
ば
、
治

療
が
必
要
で
す
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
血
圧
が
少
し
高

め
、
中
性
脂
肪
が
異
常

に
高
い
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
な
私
事
の
４
ケ
月

間
の
食
事
と
運
動
の
報
告
で

す
。
Ｂ
М
Ｉ
26→

24
。
腹
回

り
95
㎝→

89
㎝
。

最
高
血
圧
147→

137
最
低
血

圧
98→

89
。
血
糖
値
124→

91
。
体
重
70
㎏→

66
㎏
順
調

そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
中
性

脂
肪
が
非
常
に
高
く
、
前
よ

り
も
低
く
は
な
っ
た
の
で
す

が
271
mg
/
dl
で
し
た
。

３
月
の
投
稿
時
は
、
食
事

と
運
動
で
よ
い
結
果
を
と
臨

ん
だ
の
で
す
が
、
両
方
と
も

中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
い

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（263）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

生
ビ
×
ル
ぐ
い
と
呑
み
干
す
大
阿
羅
漢
　

芝
　

神
作
恵
子

根
を
張
っ
て
可
憐
に
咲
い
た
雪
の
下
　

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

青
春
の
四
つ
葉
の
ク
ロ
バ
×
本
の
中
　
　

新
堀
　

坂
本
越
子
　

葛
餅
や
姉
妹
で
の
ぼ
る
太
鼓
橋
　
　
　

東
本
郷
　
豊
後
照
子

梅
雨
寒
に
し
ま
い
し
服
を
出
し
て
着
る
　

前
野
宿
　
森
田
米
子

振
り
返
る
猫
と
目
が
合
う
梅
雨
の
雷
　

赤
井
　
　
大
井
幸
子

ま
し
た
。
歩
け
る
時
は
、
１

日
５
千
歩
を
目
標
に
無
理
せ

ず
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。間

食
は
、
出
来
る
だ
け
少

な
く
し
て
い
ま
す
。
食
事
療

法
も
主
食
は
少
な
め
に
野

菜
を
増
や
す
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り
し

た
変
化
で
す
が
、
も
う
少
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

健

康

診

断

の

結

果

国
会
議
員
の
公
設
秘
書
時
代

の
仲
間
よ
り
依
頼
が
あ
り
ø
青

森
県
弘
前
市
の
国
立
弘
前
大
学

教
育
学
部
に
お
い
て
ø
特
別
講

師
と
し
て
ø
議
員
を
志
し
た
き

っ
か
け
か
ら
ø
中
核
市
川
口
市

の
現
状
な
ど
を
ø
学
生
さ
ん
に

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
ù学

生
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し

正

源

寺

子
ど
も
道
場

異
学
年
と
集
団
生
活
で
学
ぶ
！

に
ø
つ
い
つ
い
裏
話
が
多
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
感
は
あ
り
ま
し

た
が
ø
依
頼
を
受
け
て
か
ら
僕

に
し
か
出
来
な
い
事
を
１
か
月

考
え
た
結
果
å
統
一
地
方
選
挙

の
初
陣
に
あ
た
り
作
成
し
た
資

料
を
参
考
に
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
ù

内
容
は
ø
全
国
的
に
保
守
系

無
所
属
で
立
候
補
す
る
自
民
系

飯
塚
市
議
弘
前
大
で
講
演

イ
ベ
ン
ト
情
報

８
月
４
日
・
５
日
、
新

堀
の
正
源
寺（

住
職＝

荒
井
真
道
さ
ん）

夏
休

み
恒
例
の
、
お
寺
で
の

修
業
を
体
験
す
る
１
泊

２
日
の「

子
ど
も
道
場」

が
行
わ
れ
た
。

正
源
寺
近
郊
の
小
学

生
、
３
年
生
か
ら
６
年

生
の
児
童
25
人
は
、
初

日
は
、
お
経
の
練
習
や

念
珠
作
り
、
自
己
紹
介
、

法
話
、
写
経
、
夕
方
の
お

つ
と
め
、
夕
飯
後
レ
ク

リ
ェ

ー
シ
ョ

ン
の
肝
試

し
等
で
10
時
就
寝
。

翌
朝
は
６
時
起
床
、
洗

面
・
布
団
た
た
み
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
心
を
合
わ

せ
元
気
に
行
っ
た
。

そ
し
て
、
練
習
し
た

お
経
を
唱
え
る
朝
の
お

つ
と
め
、
法
話
を
聞
い

て
朝
ご
飯
、
掃
除
、
座

禅
、
礼
拝
行「

み
ほ
と
け

さ
ま
、
ご
先
祖
様
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
南
無

大
師
遍
照
金
剛」

と
１
０

８
回
唱
え
ひ
れ
伏
す
厳

し
い
業
等
、
お
寺
で
の
生

活
を
体
験
し
た
。

そ
し
て
、
ス
イ
カ
割

り
や
流
し
そ
う
め
ん
の

御
褒
美
で
終
了
。

一
日
目
を
終
え
た
子

ど
も
達
は
、「

３
回
目
だ

か
ら
、
何
で
も
わ
か
る
か

ら
チ
ョ

チ
ョ

イ
の
チ
ョ

イ
で
頑
張
れ
る」「

人
に

や
さ
し
く
出
来
る
よ
う

に
な
っ

た」「

肝
試
し
が

怖
か
っ

た」「

昨
日
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
今
日

も
楽
し
い
と
イ
イ
ナ」「

お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に

感
謝
で
す」

等
の
感
想
を

語
っ
た
。

荒
井
住
職
は「

学
校

と
は
違
い
、
厳
し
い
面
も

有
り
ま
す
が
、
こ
の
業
が

今
後
の
生
活
に
生
か
し

て
ほ
し
い
で
す」

と
。

が
多
い
中
ø
川
口
市
は
珍
し
い

街
で
ø
市
議
会
議
員
選
挙
で
あ

っ
て
も
自
民
党
公
認
・
推
薦
の

申
請
を
し
ま
す
ù
そ
の
際
に
沢

山
あ
る
提
出
資
料
の
１
つ
に
論

文
が
あ
り
ø
議
員
の
理
想
像
み

た
い
な
内
容
を
ø
飾
ら
ず
に
思

い
の
ま
ま
書
い
て
提
出
し
ま
し

た
ùこ

れ
ら
を
ø
事
前
に
デ
^
タ

^
で
国
立
弘
前
大
学
教
育
学
部

に
送
っ
て
お
き
ø
学
生
さ
ん
に

目
を
通
し
て
頂
い
て
お
き
ま
し

た
ù汗

だ
く
に
な
り
ま
し
た
が
ø

思
い
出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
ù

「

学
生
の
皆
さ
ん
ø
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
ù」

で

終
演
し
ま
し
た
ù

長
年
本
紙
へ
広
告
ご
協

力
の
南
鳩
ヶ

谷（

有）

茂
垣

瓦
店
社
長
の
茂
垣
正
一
さ
ん

所
属
す
る
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

「

も
し
も
し
会」

が
鬼
怒
川

の
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
50
周
年
記
念
大
会
を
開
催

し
た
。成

績
は
次
の
通
り
。
◇

◇
優
勝＝

茂
垣
進
◇
準
優

勝＝
村
田
修
二
◇
３
位＝

茂

垣
直
美
◇
４
位＝

永
藤
隆
一

◇
５
位＝
三
浦
俊
則
。
　

（
敬
称
略）

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

川
口
出
身
で
ø「

川
口

桜
祭
り」

や
ø
新
郷
工
業

団
地「

ば
ん
ば
ん
祭」

（

今
年
は
８
月
18
日
出

新
郷
新
聞

応
援
イ
ベ
ン
ト

お
月
見
コ
ン
サ
×
ト

◇
日：

９
月
14
日（

土）

◇
時：

PM
５：

00
開
演

◇
所：

ミ
ュ
×
ジ
ッ
ク

ホ
×
ル
ほ
ん
ざ
き

◇
チ
ケ
ッ
ト：

３
５
０
０
円
　
　

あ
と
が
き

猛
暑
の
日
々
で
す
が
熱
中

症
な
ど
気
を
付
け
お
過
ご
し

下
さ
い
Ö
今
月
も
10
日
余
り

幾
分
過
ご
し
や
す
く
な
る
よ

う
願
い
た
い
も
の
で
す
Ö

本
誌
創
刊
か
ら
25
年
目
に

入
り
ま
し
た
Ö
こ
れ
も
一
重

に
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
Ö

投稿

演）

本
蓮
町
会
盆
踊
り

等
で「

サ
ロ
マ
の
海
や

阿
賀
野
川」

等
の
ヒ
ッ

ト
曲
で
活
躍
中
の
ø
日

本
ク
ラ
ウ
ン
所
属
の
ø
姫

野
よ
し
子
さ
ん
が
ø
10

月
２
日
ø
新
曲「

お
ん
な

哀
愁
日
本
海
・
女
人
生

花
部
隊」

発
表
を
す
る

に
当
た
り
ø
新
郷
新
聞

ス
ポ
ン
サ
^
の
新
井
宿

の
居
酒
屋「

も
み
じ」

を
ø「

新
郷
の
文
化
を
考

え
る
会」

会
長
の
照
山

悦
子
さ
ん
と
訪
問
し
た
ù

左から、照山さん、姫野さん、七瀬玲子さん。

姫
野
さ
ん

も
み
じ
を
訪
問

（

ケ
×
キ
・
飲
み
物
付）

◇
出
演：

ソ
プ
ラ
ノ＝

金
刺

美
穂
ý
ピ
ア
ノ＝

山
元
香

那
子
ý
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン＝

竹
前
景
子

◇
曲
目：

リ
ス
ト
愛
の
夢

・
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ

・
日
本
四
季
メ
ド
レ
×

・
第
九
歓
喜
の
歌

・
故
郷
等

◇
主
催：

新
郷
の
文
化
を

考
え
る
会

（

会
長＝

照
山
悦
子）

◇
協
力：

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
×
ケ
ス
ト
ラ

◇
後
援：

新
郷
新
聞
社

◇
問：

０
４
８（

２
８
４）

５
７
７
９
本
紙
þ

第
41
回
た
た
ら
祭
り

◇
日＝

８
月
31
日（

土）

９
月
１
日（

日）

◇
時＝

10
時
ÿ
19
時

◇
所＝

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ

朝のラジオ体操


